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今は人間の活動の
影響がとても強いよ
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このプロジェクトでは、 水をとりまく環境を

「地球圏」、 「生物圏」、 「人間圏」 のバランスによっ
て成り立つひとつのシステムだととらえています。
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ます。
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水循環システムの過去 （歴史） や現在の状況を明
らかにし、 水をとりまく社会的な課題の解決策を考
えます。 同時に、 持続可能な未来へ向け、 水循環
システムの最適なバランスについて模索しています。
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過去から現在、将来の水循
環に関するデータセットを
コンピュータシミュレーショ
ンや現地での観測などから
作成しています。同時に、水
共生学に参加する多様な専
門分野の研究者が水循環デ
ータセットを活用するため
にデータの“翻訳”に取り組
んでいます。

データ解析 社会調査

人々が水をどのように利用
しているのか、水環境や水
資源を管理する上でどんな
課題があるのかを、日本や
東南アジア、アフリカなどで
聞き取りやアンケートによっ
て調査し、持続的な水の利
用と健康で豊かな暮らしを
実現するための方法を検討
しています。

陸と海の多様な生態系の成
り立ちとそこに生息する生
き物の多様性を解明するた
めに、フィールドワークとラ
ボワークの両面からアプロ
ーチしています。また、希少
種やその生息地を保全する
ために、池造りや生き物に
やさしい川の整備など様々
な活動を行っています。

生物・
生態系の保全

研究結果を報告するために
各地でシンポジウムを開催
し、定期的にニュースレター
を発行しています。また、若
者・市民・研究者が将来の
水環境のあり方を話し合う
ワークショップや子どもたち
に水環境に親しんでもらう
ためのツアーなどを行って
います。

社会との連携

プロジェクトプロジェクトではではどんなことどんなことをやってるの？をやってるの？水と人と生き物のかかわり
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●規模の大きい干ばつが起きる
●水を利用しやすい土地が減り、
暮らせる場所が限られる

●予測できないような集中豪雨
が起きる

雨の降り方が予想で
きなくて、人も生き
物も暮らしにくいね

●集中豪雨や干ばつが起こって
も適切な対策がとれる

●人間と生き物がお互いに水を
利用でき、 生物多様性が保た
れる

●生き物が感染させる病気やウ
イルスによるパンデミックが
起こる

●増えた生き物によって農作物
が食べられる

●生き物が人間を襲う事故が増
える

生き物が増えすぎて
も、人の生活に大き
な影響が出るね

水と共生している持続
可能な社会だね




